


もう、鋼矢板を残置する必要はありません！ 

 鋼矢板などの土留め杭を引き抜く際に、周囲に構造物や埋設物がある場合、引

抜時に発生する空隙が原因となる沈下を考慮して、鋼矢板を残置することがありま
す。残置することで将来の改築時の支障となったり、費用負担増といった問題もあり
ましたが、その代替えの決め手となる有効な手段がありませんでした。 

 

 本技術は引き抜き時に発生する空隙を、事前に取付けておいた注入管の
先端より固化剤を充填し、1分程度でゼリー状に固化させることで引き抜き
跡を即座に処置します。これにより周辺地盤を緩めることなく鋼矢板を回収
し、大幅なコスト削減、資源の有効活用、ＣＯ２の削減を実現出来ます。注
入管は鋼矢板建込み時に予め取り付けておくことも、既に建て込んだ鋼矢
板に引き抜き前に取り付けることも可能です。鋼矢板の他、Ｈ鋼杭や鋼管杭
にも適用可能です。引き抜きはバイブロ、パイラー(特殊工法も可）など、ほ
とんど対応できます。 

 

 従来のＣＢ注入は、鋼矢板を引き抜き直後、既に緩んだ地盤を後追いで
処置しますので、この同時注入とは全く別の工法で、その効果も地盤条件
によっては問題がありました。同時注入はその問題も解決しました。 







引き抜き直後の状態。ＣＢ
(後追い）注入はこの状態
で注入することになります。
既に大きなクラックが発生

しています。 

Ａ．注入なし、（ＣＢ注入の施工前） 
Ｂ．同時連続注入状況 
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注入管 

鋼矢板を引き抜く前に注入管を
ボーイングマシンで建込み 



鋼矢板の存置 提案技術 差 施工内容 

中四国農政局 平成22年度 

吉野川下流域農地防災事業 
¥10,400,000 ¥4,900,000 約53％の削減 ⅤL型、L=21.5m、N=34枚 

北陸農政局 

庄川左岸農地防災事業 

荒又排水路工事（その３、その４） 

¥23,500,000 ¥15,300,000 約35％の削減 Ⅲ型、L=9.5m、N=325枚 

北陸農政局 

庄川左岸農地防災事業 

荒又排水路工事（その５） 

¥32,700,000 ￥19,800,000 約39％の削減 Ⅲ型、L=7.5m、N=573枚 

関東地方整備局 

H22 荒川大久保樋管改築工事  
¥47,500,000 ¥25,300,000 約47％の削減 ⅤL型、L=21.5m、N=156枚 



ＵＲ発注工事（福間駅東地区7工区D4雨水排水工事） 
において、現地で沈下が少ない事を確認しました。 

 

（観測目的） 
国道3号線という幹線道路交差点に位置し、供用線への影響や、地下埋設物への 

土留部材引抜きによる影響を計測によって確認し、将来の本工事のデータを得る。 

 

（観測者及び時期） 
若築建設㈱(平成22年11月5日～12月23日鋼矢板引抜開始日より2週間) 

 

『レベル計測結果』 
（計測方法） 
不動点1と不動点2を結んだ直線上に構造物の始点、中間点、 

終点附近となるよう10ｍピッチで観測点を設置し、通りの変位（ズレ） 
及び高さの変位（沈下）の測定を行った。 

 

（計測結果） 
測定期間49日間（内42日）1日1回測定を行ったが、通りの変位（ズレ） 
の最大値が－5mm、高さの変位（沈下）が±０mmであった。 

 

『孔内傾斜計測定結果』 
（計測方法） 
測定方法として長さ8ｍの孔内傾斜計を1箇所設置してＧＬ±０よりＧＬ－8ｍの深度まで 

1ｍ間隔毎に測定した。孔内傾斜計の設置は鋼矢板引抜き前に行い、鋼矢板引抜き直前に 

初期観測を行い、初期値を設定した。 

 

（計測結果） 
孔内傾斜計による測定を14日間（測定回数16回）行ったが、地盤変位の最大値が 

掘削側（場内側）へ2mmであった。 

光ファイバー技術により地中変位を引き抜き時に連続的に計測し、
注入量の妥当性評価や引き抜き完了後のモニタリングを行う体制

を研究会として整えています。 



施工実績（2012年3月現在）合計３０件  
 
 ● 国土交通省     ：８件 
 ● 農政局       ：３件 
 ● 都道府県      ：７件 
 ● 市町村       ：４件 
 ● 民間（旧公団など） ：５件 
 ● 電力会社      ：１件 
 ● 民間        ：２件 

新技術登録  
 
 ● 国土交通省ＮＥＴＩＳ  ＳＫ－０８００１２－Ｖ 
 ● 中国四国農政局     Ｈ１９年度 ＮＯ．５ 
 ● 東京都建設局      １１０１０１４ 
 ● 東京都港湾局      ２２００６ 
 ● 宮崎県         Ｂ区分  
                 

関連特許（2012年3月現在）  
 
 ● 特許取得  ２件 
 ● 特許申請中 ２件       



鋼矢板建込み
後に設置した
注入管 

鋼矢板建込み前に設
置する注入管 



注入量はどのように現場ごとに定めて 

いるのか？ 注入量は土木学会年次学術講演会論文等で経験的に数値化されている。 

当社はこれに自社試験施工結果等を加味し、基本的に回収する土留部材の 

体積の４倍とした量を標準注入量に設定した。また、付近の構造物や埋設物 

の位置関係によって、影響範囲を検討し充填注入高さの設定も行う。 

これまでも引抜き時注入は行われてきたが、 

何が目新しいのか？ 
引抜き後の空隙を引抜施工の邪魔にならないように後ろから同日に充填注入  

を行う例はあるが、それでは引き抜き直後の地盤変位を抑制できない。初期の 

変位を抑制することが引き抜き時の沈下抑制の大原則である。本工法は、 

引抜き時に発生する空隙を即座に充填することで、地盤変位を抑え、 

早期に収束させることを大きな強みとしている。 

この工法の問題点、課題は何か。 

地盤条件によって鋼矢板引き抜き時の沈下挙動は現場毎に大きく異なる。 

これを標準化することは、これまでの研究報告からしても容易なことではない。  

現場の周辺環境、地盤条件などにより個別案件ごとに重要構造物、 

重要施設などに対しての影響予測、許容沈下量、変位計測等、 

いわゆる『簡易的な情報化施工体制』を設計段階で実施できるようにすることが 

課題である。そのためにはより多くの発注者や設計者にこの工法の特徴を 

把握してもらい、現場条件に応じた設計、採用の可否を行うことができるような 

標準設計・積算基準の改定が必要である。 



 ご質問等があれば、Ｑ＆Ａ集も用意していますので、下記の窓口へいつでもご気軽に連
絡ください。国土交通省のＮＥＴＩＳ－Ｖ技術評価委員会において、「品質や安全性に問題
は無いが、当面は個別案件ごとに地盤条件等に応じて注入量などを検討すること」との
評価をもらっています。よって、お問い合わせの際には、お手数ですが個別案件ごとに土
留め構造図、沈下抑制対象構築物、地盤情報などを提供ください。概算工事費、工程等
を速やかに回答いたします 


